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推 しスポット絶 賛活動中

地域を支える
変える高知大

創立 周年75
研  究
最前線

主に子宮頸がん、中咽頭がんの原因ウイルス。肛門
がん、陰茎がん、膣がんの原因でもある。

ヒトパピローマウイルス （HPV）①

メルケル細胞がんという顔面や頭部に発生する皮
膚がんの一種に関係。実は皮膚に常在しているウ
イルスだが、ウイルス遺伝子に変異が起こり、がん
が発生しうることを高知大が突き止めた。

メルケル細胞ポリオーマウイルス （MCPyV）④

成人Ｔ細胞白血病を引き起こす。
ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型 （HTLVー１）②

皮膚に好発するカポジ肉腫という腫瘍の原因にな
る。

ヒトヘルペスウイルス８型⑦

肝臓がんの原因となる。

Ｂ型肝炎ウイルス⑤ C型肝炎ウイルス⑥

悪性リンパ腫や胃がんの一部に関係する。

EBウイルス （EBV）③

がんを引き起こす 7 種類のウイルス
「
研
究
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
で
も
予
想
も
つ
か
な
い
産
物
が
生
ま
れ
る

か
ら
面
白
い
」
と
話
す
大
畑
雅
典
教
授
（
南
国
市
岡
豊
町
小
蓮
の
高
知
大
学
医
学
部
）

Ｅ
Ｂ
Ｖ
に
感
染
し
た
が
ん
細
胞
。

茶
色
に
染
色
し
て
観
察
す
る

発
光
酵
素
を
作
る
よ
う
に
操
作
し
た
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
感
染
が
ん
細
胞
を
マ
ウ
ス

に
移
植
。
薬
剤
を
投
与
す
る
と
が
ん
細

胞
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

剣
山
に
登
頂
し
記
念
撮
影

す
る
部
員
。
筆
者
は
後
列

左
（
４
月
）

チーズデミグラスオムライスを掲げる筆者
（高知市の「ビストロカフェエルフ」）

雪
化
粧
し
た
天
狗
高
原

に
挑
む
（
昨
年
�
月
）

メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

私
は
徳
島
県
出
身
で
高
知
医
科
大
学
の
２

期
生
で
す
。
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
、

医
学
を
志
し
ま
し
た
。
高
知
医
大
大
学
院
に

進
み
、
ウ
イ
ル
ス
と
が
ん
の
研
究
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
高
知
県
や
九
州
地
方
な
ど

で
多
く
見
ら
れ
る
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
と
い

う
が
ん
。
原
因
が
ウ
イ
ル
ス
だ
と
知
り
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
恩
師
の
三
好
勇
夫
・
高
知

大
名
誉
教
授
が
こ
の
病
気
の
権
威
で
、
高
知

医
大
は
研
究
の
世
界
的
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と

も
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
ん
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

し
た
大
き
な
理
由
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
で
も
５
年
間
、
ウ
イ
ル

ス
学
を
研
究
し
ま
し
た
。

帰
国
後
は
大
学
病
院
の
内
科
医
と
し
て
多

く
の
患
者
を
診
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
難
治
性
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
ん
で
亡
く

な
る
方
も
多
か
っ
た
。
予
防
が
大
事
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
、
知
識
を
広
め
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
教
授
に
な
っ
た
２
０
０
９
年
か
ら

微
生
物
学
講
座
に
在
籍
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
ん
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
効
果
的

な
治
療
法
の
開
発
を
チ
ー
ム
で
行
っ
て
い
ま

す
。居

座
る
タ
イ
プ

ウ
イ
ル
ス
は
微
生
物
の
一
つ
で
す
。
よ
く

知
ら
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
、
私
は
「
暴
れ
る
タ

イ
プ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
感
染
す
る
と
発

熱
な
ど
の
症
状
を
起
こ
し
ま
す
が
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
体
か
ら
排
除
さ
れ
ま
す
。

一
方
「
居
座
る
タ
イ
プ
」
も
い
て
、
こ
ち

ら
が
厄
介
。
が
ん
を
起
こ
す
も
の
が
存
在

し
、
現
在
７
種
類
＝
表
参
照
＝
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
が
ん

に
罹
患
す
る
の
は
全
体
の
�
～
�
％
を
占
め

ま
す
。

割
合
の
多
さ
に
驚
き
ま
せ
ん
か
？

こ
れ

ら
は
感
染
と
い
う
外
因
で
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
ワ
ク
チ
ン
が
あ
れ
ば
多
く
は
予
防
で
き

ま
す
。た
だ
、そ
の
開
発
が
極
め
て
難
し
い
。

先
ほ
ど
の
７
種
類
の
病
気
の
う
ち
、
ワ
ク
チ

ン
が
あ
る
の
は
表
の
①
と
⑤
の
２
種
類
で

す
。ワ

ク
チ
ン
接
種
を

高
知
大
で
行
っ
て
い
る
研
究
、
成
果
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

表
の
①
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

け
い

（Ｈ
Ｐ
Ｖ
）は
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る
こ

と
が
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
�
年
で
中
咽
頭
が
ん
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
た
ば
こ
や
酒
が
主
な
原
因
で

し
た
が
、
今
は
半
数
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
起
因
し
ま

す
。ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
は
小
学
校
６
年
～

高
校
１
年
相
当
の
女
性
。
で
も
、
中
咽
頭
が

ん
は
男
性
の
罹
患
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

男
性
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

我
々
は
患
者
が
提
供
し
て
く
れ
た
組
織
を

用
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
解
析
を
行
い
、
ウ
イ
ル
ス

量
の
違
い
に
よ
っ
て
治
療
の
効
果
が
異
な
る

こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
今
は
ウ
イ
ル
ス

ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
っ
て
患
者
の
病
状
予
測
が

で
き
る
か
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
の
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型

（Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
）は
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
と

関
係
し
ま
す
。
高
知
県
に
多
い
病
気
で
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
�
～
�
年
間
体
内
に
居
座

り
、
約
５
％
の
人
が
発
症
し
ま
す
。
こ
の
病

気
は
難
治
性
で
、
マ
ウ
ス
を
用
い
て
効
果
的

な
治
療
薬
の
探
索
を
進
め
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
の
感
染
経
路

は
母
乳
、
輸
血
、
性
交
渉
の
３
つ
。
母
乳
は

妊
婦
検
診
時
に
抗
体
検
査
が
実
施
さ
れ
、
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
感
染
が
予
防
で
き
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
高
知
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
実

施
し
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

輸
血
も
献
血
者
の
検
査
に
よ
り
感
染
が
阻
止

さ
れ
て
お
り
、
残
る
課
題
は
性
交
渉
と
な
っ

て
い
ま
す
。

③
の
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｅ
Ｂ
Ｖ
）
は
、
実

は
成
人
の
�
％
が
感
染
し
て
い
ま
す
。
免
疫

で
発
症
を
抑
制
し
て
い
ま
す
が
高
齢
者
、
が

ん
患
者
ら
の
体
内
で
ウ
イ
ル
ス
が
活
性
化

し
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
今
後
、

Ｅ
Ｂ
Ｖ
関
連
の
リ
ン
パ
腫
が
多
く
な
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

②
③
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
免
疫
か
ら
ど

の
よ
う
に
逃
れ
て
が
ん
を
発
症
さ
せ
る
の

か
、
我
々
の
チ
ー
ム
が
解
明
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
基
礎
研
究
で
す
。
今
す
ぐ
実
用
化
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
基

礎
が
な
け
れ
ば
、
診
断
・
治
療
法
は
進
み
ま

せ
ん
。
チ
ー
ム
の
成
果
か
ら
新
薬
が
開
発
さ

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

患
者
に
還
元
し
た
い

研
究
は
大
変
地
道
で
す
。
で
も
私
は
研
究

が
好
き
。
成
果
を
論
文
で
発
表
し
、
世
界
が

認
め
て
多
く
の
人
が
読
ん
で
く
れ
る
の
は
や

っ
ぱ
り
う
れ
し
い
。
「研
究
成
果
を
患
者
さ
ん

の
ケ
ア
に
還
元
す
る
こ
と
」
が
モ
ッ
ト
ー
で

す
。こ

れ
か
ら
も
高
知
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
研
究

成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
将

来
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
ん
が
撲
滅
さ
れ
る
時

代
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　日本人は２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで亡く

なっている。がんはさまざまな要因で発症するが、全体の�～�
り かん

％がウイルスに感染して罹患することはあまり知られていな

だ い ば た

い。高知大学医学部の大畑雅典教授（�）は「ウイルス感染がんは

予防が可能。正しい知識を持ち、感染・発症予防に努めてほしい」

と呼び掛けている。

ウイルスは単純な構造ですが、とても

賢い。自分だけでは生きられず、必ず〝他

人〟の細胞に入って生きています。ものす

ごいスピードで増殖し、その中で生まれ

るエラーが変異ウイルスです。

　学生によく言っているのですが人類史

上、最も命を落とした外因は何だと思い

ますか。戦争？ 水害、地震などの災害？

　答えは感染症です。ペスト、インフルエ

ンザ、そして新型コロナウイルス…。人類

がウイルス感染症を根絶したのはたった

一つ、天然痘だけです。

　では、人の命を一番奪った生物は何か。

蚊です。蚊の中にウイルスがいて、日本脳

炎、黄熱病（医学的には黄熱）、ジカ熱に苦

しめられてきました。デング熱は今も東

南アジア、中南米などで猛威を振るって

います。

マダニにもウイルスが潜んでいること

があり、致死率が�％弱です。ウイルスは

多種多様、全てが病原性を持っていると

は限りませんが、人に感染するのは約４００

種いるとされています。

たい が

　９年の修業を経て黒沢泰嘉さん（�）が、今年３

月に開店したのが「ビストロカフェエルフ」。一番

人気はチーズデミグラスオムライス（１２５０円、写

真）。とにかく卵が、ふわふわとろとろなんです�

　火を入れすぎず、フライパンの上でかきまぜる

のは�秒以内と教えてくれました。

　半日かけて作るソースはトマトを加えてさっぱ

り。濃厚なチーズと相性抜群です。ユズを使った自

作のドレッシングからは、爽やかな香りが広がり、

添えられたサラダのトマトやレタスは新鮮。県内

産にこだわっているそうです。

　当初３種類だったメニューは、今は�種類に。エ

ビトマトパスタ（１１００円）、チキンドリア（１４５０円）

も人気だそう。どの料理もバターなどの量を抑え

て、洋食でもこってりしすぎないように工夫され

ています。

　高知市曙町２丁目２の�。午前８時半～午後３

時、夜は要予約。不定休。予約や問い合わせは「ｅｌｆ

エルフ」のインスタグラムで。

（学生広報スタッフ・今泉知笑＝教育学部３年）

ワンダーフォーゲル部は男女合わせて�人いま

す。メインの活動は登山。週３回、朝倉城近くの坂

道を走ったり、１つ８㌔の重しをリュックに複数

入れて登ったりしてトレーニングしています。そ

して月に一度、三嶺や剣山など四国の山へ。長期休

暇には希望者が遠征します。今年だけでも北アル
つばくろだけ お て ん し ょ う だ け

プスの燕岳、大天井岳に登頂し、屋久島合宿やしま

なみ海道でサイクリングも行いました。

　僕のお気に入りは山頂から見る日の出です。暗

い空が一瞬で明るくなる光景は本当に美しい。登

山の達成感と合わさり感慨もひとしおです。みん

なでご飯を作り、テントでトランプやプライベー

トの深い話ができるのも魅力です。

部の設立は１９６１年。かつては道なき道を登り、部

員が三嶺山系の「さおりが原」（香美市）の名付け親

になったという伝説もあります。部のモットーで

ある「自然を楽しむ」を体現するため、今後は要望

の多い釣りやスキーにも挑戦する予定です。自然

相手ですので安全には十分注意し、まだ見ぬ自然

を求めて旅を続けていきます。

（部長・永見晃一＝理工学部３年）

２０２４年（令和６年）�月�日（火曜日） （�）（第３種郵便物認可） ☆


